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研究成果の概要：視覚皮質 third tier visual cortex のうち、背側に位置する３次視覚野（V3）
と、その吻側に位置する V3A（accessory third visual area）へ、２次視覚野（V2）のすべて

のチトクロームオキシダーゼモジュールから投射していることが明らかになった。したがって、

third tier visual cortex は、すべての視覚モダリティの入力を受け、物体視覚と運動視覚の情

報処理の調節に重要な役割を担っていると考えられる。 
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（２）third tier visual cortex が、２次視覚
野のどのモジュールから入力を受けている
か、線維連絡的手法を用いて解明する。 

１．研究開始当初の背景 
（１）third tier visual cortex は、脳溝の 
深部にあって、神経回路を明らかにした研究 

（３）third tier visual cortex の諸領域が、
視覚皮質背側路の一部を構成しているか否
か、線維連絡的に明らかにする。 

は存在しない。 
（２）third tier visual cortex が、２次視覚
野のどのモジュールから入力を受けている
か、明らかでない。 （４）視覚皮質の情報処理機構が、物体・形

状視覚と位置・運動視覚という二分法で単純
化できるか否か、third tier visual cortex の
線維連絡で解明する。 

 
２．研究の目的 
（１）third tier visual cortex が、いくつの
エリアから構成されているか、線維連絡（神
経回路）の違いから、明らかにする。 

 



３．研究の方法 
（１）１次視覚野の水平子午線と垂直子午線
に、それぞれ異なるトレーサーを数箇所ずつ
微量注入した。 
（２）神経トレーサーを third tier visual 
cortex に微量注入して、順行性に標識される
軸索終末と、逆行性に標識される神経細胞の
分布を、両側の大脳皮質で明らかにした。 
（３）チトクロームオキシダーゼ反応を利用
して、２次視覚野のモジュール構造を可視化
し、third tier visual cortex に投射する神経
細胞の分布との関係を明らかにした。 

（４）大脳皮質の脳回と脳溝を、物理的に展
開し、２次視覚野のチトクロームオキシダー
ゼによるモジュール構造と、third tier visual 
cortexに投射する神経細胞の分布との関係を
直接解明した。 
 
 
４．研究成果 
（１）third tier visual cortex では、水平
子午線と垂直子午線の視野再現部位が入り
乱れており、神経トレーサーの所見に基づく
視野再現では、エリア区分が不可能であった。 
（２）third tier visual cortex の一部であ
る V3A野に神経トレーサーを微量注入すると、
両側の２次視覚野、３次視覚野、腹側後野、
中上側頭野、背側頭頂野、側頭頭頂後頭野、
外側および内側頭頂間溝野と、V3A 野とが双
方向性の神経回路を持つことが分かった。ま
た、同側の１次視覚野、４次視覚野、中側頭
野、腹側頭頂間溝野、内側背側頭頂野、後頭
頭頂野と、V3A 野とが双方向性の神経回路と
持っていた。 
（３）third tier visual cortex の一部であ
る V3A 野に神経トレーサーを微量注入し、２

次視覚野のチトクロームオキシダーゼモジ
ュールと、V3A 野投射細胞との関係を、前頭
断切片の再構築により調べると、両者に関連

構造と、まっ

、

室にお

が見られなかった。 

（４）フラットマウント切片で、上述（３）
の結果を確かめた。V3A 投射細胞は、チトク
ロームオキシダーゼモジュール
たく関連なく分布していた。 

（５）これまでの、視覚皮質神経回路の概念
を根本から変え、既に３次視覚皮質という、
視覚情報処理の入り口に近い皮質において
様々な視覚情報が統合されていることが明
らかになった。この成果は、昨年７月３０日
に、東京大学生産技術研究所合原研究
いて大学院生セミナーで紹介した。 



（６）これらの成果は、神経解剖分野で、最
も歴史が古く、評価が高い The Journal of 
Comparative Neurology に投稿中である。厳
しいことで有名な雑誌であるが、きわめて好
意的なレヴューを受け取り、現在リヴァイス
中である。図・写真を二倍に増やせという異
例の指示で、本研究の成果が当該分野に与え

費申請では、研究

書籍にレヴューとして記載した。（図

者、研究分担者及び連携研究者に
下線） 

① 

たインパクトの高さをうかがわせる。 
（７）本研究の内容は未発表であるにもかか
わらず、平成２１年度科研
予算の配分がなかった。 
（８）本研究の結果から、異なる性質の視覚
情報処理は、大脳皮質の神経回路を大きなダ
イナミックネットワークと考え、その部分ネ
ットワークが、時間と情報入力、注意、実行
しているタスクなどに伴って、ダイナミック
に変化している活動全体として捉えられる
ことを、
書②） 
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